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司会：こんにちは。これから本学恒例の、第13回
になりますけども、赤十字国際人道教育フォーラ
ムを開催させていただきます。このフォーラムは
例年ですと、国際活動で奔走されているいろいろ
な先生方ですとか、昨年は広島の平和記念館、原
爆資料館の館長さん。コロナ禍によりオンライン
でのビデオ出演で、二次元で登場していただいた
りという、いろいろな方々、国内外で活躍されて
いる方々をお呼びして、その方々の体験を聞いて、
私たちの知の糧にしたいというようなプログラム
です。
　今年は地元、秋田に目を向けてみるということ
で、秋田の人道で先達に学ぶということで、秋田
の人道の先達たちということを題にお話をいただ
きたいと思います。本日お招きした先生は、宮下
正弘先生です。つい最近までお隣の赤十字病院の
院長さんでおられましたので、ご存じの方も多い
かと思います。
　それでは講演に先立ちまして、宮下先生のプロ
フィールをご紹介させていただきます。先生は昭
和17年１月、長野県の東御市のご出身であります。
東御市って分かりますかね、東に御所の御と書い
てトウミと読みますが。小諸市と上田市のちょう
ど真ん中に挟まった市です。県立上田高校から新
潟大学医学部に進まれ、卒業後は、大学附属病院、
それから鶴岡市の鶴岡市立荘内病院、新潟大学医
学部講師などを経て、昭和57年４月に秋田赤十字
病院内科部長に就任されました。その後、同病院
副院長を経て、平成８年４月に秋田赤十字病院の
第９代院長に就任され、平成24年３月にご退職さ
れるまで、16年間の長きにわたり院長として活躍
されました。この間、国内外の国際救援活動等々
に病院職員を率先して派遣し、特に平成23年３月
の東日本大震災では、直ちに救護班を現地に派遣
するなど、救護活動の陣頭指揮に当たられておら
れました。病院ご退職後は、本学介護福祉学科の
特任教授に就任され、その後非常勤講師として昨
年９月まで本学で教鞭を執られました。また、こ
れまで数々の役職もされておられまして、日本赤
十字病院長ならびに日本赤十字病院長連盟会長、
日本人間ドック学会副理事長、秋田県病院協会副
会長、秋田ロータリークラブの会長などの要職を
務められ、現在は介護老人保健施設山盛苑施設長
としてご活躍です。
　また、ご趣味も多彩で、プロ並みの絵画を描く
ことで知られておりまして、皆さんもお隣の病院

行くとき渡り廊下がありますね。あそこの両サイ
ドに水彩画が描かれていますよね。あれは全部先
生がお描きになっておられます。今回使わせてい
ただいた先生ご紹介のポスター（図１）も、先生
が描かれた絵なんかを配置しています。交友関係

にご趣味も各界との幅広い多彩な人的交流をお持
ちの方で、これまで秋田市の文化団体連盟会長、
秋田県芸術文化協会理事なんかも務められ、秋田
市文化賞、秋田県文化功労者表彰、瑞宝小綬章な
どの多数の賞も受賞されておられます。
　それでは、宮下先生にご登場いただきます。先
生、それではご講演のほう、よろしくお願いいた
します。それでは拍手をお願いします。

宮下：皆さん、こんにちは。盛大な拍手をありが
とうございます。ご紹介のように、昭和57年、40
歳の時に秋田に来まして、それから平成８年から
赤十字病院の病院長に就任、平成10年に隣の病院
がスタートしました。そして平成24年の３月まで
16年間病院長をして、その後この大学の介護福祉
学科に３年間お世話になりました。皆さんは今
18、19歳ですかね、きっと赤十字病院で産まれた

図１
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人もいるのだろうと思います。病院はみんながア
イディアを出し夢を盛り込んで完成しました。そ
して東日本大震災をはじめとするいろんな救護活
動も含めて、たくさんの職員が頑張ってくれたん
です。今司会から、いろんな表彰を受けたとの紹
介がありましたけど、それはみんな職員が頑張っ
たことで世間が評価し、それに対して私が代表し
てもらったということだろうと思っています。

　それでは早速今日のお話に入ります。２月24日
の、ロシアのウクライナ侵攻以来、今まさに人道
が問われている。毎日テレビに出る映像なんかは、
目を背けるような状況があります。そういう国際
的な人道問題のことは皆さんが授業で習っている
と思いますけど、今日は地元に目を向けようとい
うことで、秋田の人道の先達たちということでお
話をしたいと思います。秋田で今までどういう人
が人道、特に海外の救護活動、その時にどういう
人たちが活躍していたか。そういう人たちの熱い
思いを皆さんに伝えて、みんながこれからこの大
学でいろいろ学び、そしてその後の人生を考えて
いく上で参考にしてほしいなと思って準備しまし
た。
　これ（スライド１）は私が描いた絵ですけど、
初代の赤十字病院です。赤十字病院が大正３年に

秋田市にできました。辰野金吾設計の立派な病院
ですね。それから２代目の病院、３代目は今のな
かいちの所にありました。そして４番目が今隣に
建っている第４代目の病院です。それからここに
院長室があって、私は朝部屋に入ると大学のほう
の救護員像に「おはようございます」って挨拶し
て机に座ったわけです。これが現在の看護大学、
それから短期大学です。この４つの病院・学校か
ら世界に飛び出していったということで、この絵
を少し並べてみました。

今日伝えたい「人道の先達」たち
　今日はこちらの４人の人とその人たちと少し関
わってまた関係した人を取り上げてみたいと思い
ます（スライド２）。まず、第一次世界大戦で英

国に派遣された安達ツルノさん。今日は、立派な
先輩ですけども、歴史を語る上では敬称略でいき
ますので安達ツルノ。それから後輩のために献体
を申し出た佐藤直（ナオ）。そして、日本のマザー
テレサともいわれ、数次の海外救護に当たった、
そして志半ばで亡くなった中村きよえ、最後に高
校３年の時、体育系の大学に進路が決まっていた
のが、中村きよえの業績を記した本を見て、急遽

「私の道はここにある！」と、海外救護を目指し
た成田真紀。成田はここの大学ができた1996年、
日赤短大の１期生です。以上この４人についてお
話ししたいと思います。

第一次大戦で英国赤十字病院に派遣された看護
婦・安達ツルノ
　まず第一次世界大戦（スライド３）。第一次世
界大戦っていうのは、世界中を巻き込んだ最初の
大戦。これは大正３年、1914年７月28日に勃発し
たわけです。ちょうど初代の病院ができたのが大
正３年の７月１日です。そのときに日本は連合国スライド１

スライド３

スライド２
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側に入っていましたので、連合国側から救護を日
本は出してほしいと要請があり、日本はそれに応
ずる形でヨーロッパに救護班の派遣を決定したわ
けです。国から日赤に、日赤本社から秋田の病院
に１名の派遣要請がありました。そこで秋田から
は７回生、というのは大正２年３月、７回生まで
が病院ができる前の養成所の卒業生ですけども、
この７回生の安達さんが選ばれて、英国のネト
リー病院に派遣されたんです。まだ臨床経験１年
半で、たった20歳。それがイギリスに派遣された
という。それは本当にびっくりしました。こんな
若く、それこそ臨床経験も多くなくて、よくぞ決
断したものと思います。ネトリー病院には、いろ
いろな人がいて、その中の日本人の一人ですけれ
ども。そういう安達さんっていう人がおりました。
当初５カ月の予定で行ったんですけど、非常に評
判も良い、何とか残ってほしいといって、さらに
６カ月を延長して、無事に翌年、翌々年かな、大
正３年12月に出て行って、大正５年の３月に帰っ
てきました。そういうことで、国から勲章をもら
い、イギリス赤十字名入りの金製ブローチなども
贈られました。
　これが秋田赤十字病院の海外救護活動の第一号
であります。その前に日露戦争がありますけど、
それで病院船に乗って活動はしてますけれども。
本格的に海外の土を踏んでそこで医療活動をやっ
たっていうのは、安達さんが最初なわけです。写
真ではまだあどけない感じですね。皆さんと同じ
年代です。これ（スライド４）がイギリス派遣隊
の全員で、その中の安達さん、一番若かった。あ
とは少し年配のベテランの人たちが行ったわけ
で、若いからみんなにかわいがられたと言ってい
ます。

　英国のネトリー病院っていうのは1863年にでき
た軍の病院ですけども、赤十字が管理してたとい

うことで（スライド５）。これもなかなか立派な
病院で、まだ診療所だった時代から軍医の養成施
設で、シャーロックホームズにワトソン君ってい
う医者が出てきますけども、それはここの軍医養
成所で医者になったということです。医学の研究
も盛んで、腸チフスのワクチンが最初に開発され
た病院だという業績もあります。

　これがナイチンゲールのお墓の前です（スライ
ド６）。そこで、これが安達さん。そして病院で
看護をする安達さん。それからこれはネトリー病
院です。この時代に、おそらく命令という形では
あったんでしょうけども、イギリスまではるばる、
英語力もそんなになかったんだろうと思いますけ
ども、そこに飛び込んでいったというその勇気に
は、本当に感心したわけです。ですからぜひ、こ
んな人がいたことを知ってほしく、ここに取り上
げました。

　次は２番目の佐藤直（ナオ）です（スライド７）。
　これは皆さん、ホールから上を見上げるとここ
に一対の絵があるのが分かると思いますが、気が
付いているかな。この絵は光明皇后とナイチン
ゲールの絵なんです。この奥の方には、ナイチン
ゲール章という、看護師の最高の栄誉であるナイ
チンゲール章の３名、秋田の看護養成学校を卒業

スライド４

スライド５

スライド６
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した３名が受けていますけども、その写真があり
ます。そして「人道」、今日のテーマですね、「人
道」と書いた立派な書がここにあります。この
絵と佐藤直のことについてお話ししましょう（ス
ライド８）。このナイチンゲールの絵、これは、
大正３年に病院が出来たとさっき言いましたけど
も、そこに一緒に救護看護婦養成所が併設された
わけです。その以前の秋田の赤十字の養成所は７
回生まで、さっきお話した安達さんが７回生です
けど、病院ができてこの養成所の最初の卒業生８
回生っていうことになるんですけれども。その８
回生と９回生の人達が、小遣いを出し合って後輩
たちに、看護の心を伝えようとナイチンゲールの
絵の寄付を考えて、市内の画家に頼んだのです。
それが大正７年頃です。裏には「卒業して行く者
が後輩のために残す」と書いていてあるそうです。
ナイチンゲール像がまずあったということです。
こうしてナイチンゲール像（日本画）が代々病院
に伝えられてきました。

「一対の絵」と佐藤　直
　（スライド９）そして時代が変わって昭和15年、
横手出身の佐藤直さんという看護婦さんが満州に
派遣されたけども結核に罹り、内地に送り返され
て赤十字病院に入院しました。そして治療の甲斐

なく昭和18年４月28日に亡くなられました。24歳
です。この大学の３階に戦時中の殉職された皆さ
んの写真がありますけど、その中の１枚が直さん
です。そのときにお兄さんが「妹は折角看護婦と
なってお国のために働こうというのに責務を果た
せなくて申し訳ない」と。そして妹は「亡くなっ
たら自分を解剖して後輩の役に立てて欲しい」と
言ったといって、解剖を申し出たというのです。
当時の神崎院長は感動して、翌４月29日、今は昭
和の日ですけども、戦前は天長節と言いましたが、
そこに参列したままのフロックコートの上に白衣
をまとってみんなが粛として見守る中で病理解剖
したというのです（スライド10）。神崎先生は、
24歳の乙女が、亡くなったとはいえ自分の裸体を
みんなの前でさらして解剖を受ける、その心に非
常に深い感動を受けたということが書いてありま
す。忌が明けた後、またお兄さんが来訪されて、
香典返しと妹のささやかな貯金を合わせて、何か
役に立ててほしいっていうことでお金を置いてい
かれました。
　神崎先生は、ナイチンゲールの対の絵を置くな
ら光明皇后だと考えたのです（スライド11）。ナ
イチンゲールが西洋の看護婦のシンボルなら、日
本のシンボルはあのライ患者の膿を自ら吸いたも
うた光明皇后ではないか。光明皇后というのは、

スライド７

スライド８

スライド９

スライド10
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大仏を作った聖武天皇の奥さんなんですね。藤原
家の出身で非常に有能な皇后陛下だった方です。
そこでその光明皇后の絵を秋田在住の日本画家高
橋萬年画伯に頼もうということでお願いした。そ
こで萬年さんは、光明皇后の絵を描くことは引き
受けますが、その対になる絵を見せてほしいと
いって、ナイチンゲールの絵を病院に見に来たん
です（スライド12）。そしたら何とびっくり、こ
のナイチンゲールの絵は自分が、大正７年前後の、
若いときに描いた絵だったということなんです。
これも大きな偶然ですね。それが昭和18年のこと
です。そうして光明皇后とナイチンゲールの対の
絵が誕生して、大学に飾ってあるわけです。なの
で、ホールから上を見上げると、「ああ、この絵
はこういういきさつがあるんだな」ということを、
皆さんちょっと、ただ絵があるというんじゃなく
て、その背景を考えてほしいと思います。

　（スライド13）これは余談ですけど、萬年の奥
さんが日赤の看護婦長さんで病弱な萬年を非常に
よく支えて、絵を、画商的に生活も支えたという
ことが書いてあります（スライド14）。それから
私が日赤の本社に行ったときに、本社の人から「秋
田の看護婦さんが、靖国神社のカレンダーに載っ
てますよ」って持ってきてくれたのがこれですけ

ども、ここに佐藤直さんが載っているんです。佐
藤直命と書いていますけども、これは佐藤直命（み
こと）。靖国神社に祭られると、それは神様にな
る。大国主命みたいな、あの命（みこと）になる
んですね。

　これ（スライド15）は本学の３階に、戦時救護
で殉職した方々の遺影が飾ってあります。上の方
の絵は靖国神社の大灯籠にあるレリーフですけ
ど、私が靖国神社に行ったとき、これは赤十字の
救護看護婦だと思って、そこでスケッチしたもの
です。救護現場の緊迫感が伝わってきますよね。

　次に救護員像のことをお話します（スライド
16）。救護員像ってどこにあるか分かりますか？

スライド11

スライド13

スライド12

スライド14

スライド15
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そう、右側の写真を見れば、すぐ分かりますね。
この大学の正面ですね。赤十字の100年、創立100
年のときにそれを記念してみんなで募金して、日
赤秋田県支部が中心になって作ったのが、この救
護員像です。前の赤十字病院と看護専門学校は、
今の“なかいち”のところにあったわけですので、
救護員像もその一角に設置されていました。1996
年に短大がここにでき、病院も２年後に移ると
なった時、この救護員像をどこに置くかが議論に
なりました。私は、赤十字病院から皆救護に行っ
たのですから、病院のほうに置いてほしいと思っ
たんですけども。当時の竹本院長や看護師同方会
の皆さんも、やはり教えるところにその像がある
ことが望ましいという意見で大学の前に設置が決
まったのです。病院がその２年後に隣に移ってき
たんですけども、病院のほうも見守ってくれてい
るということで、「ああ、これはありがたいな、
これでいいんだな」というふうに私は思いました。
ですからその入り口を、みんなは何となくただあ
るものとして学校に通ってきているかもしれませ
んが、戦時救護で亡くなった人、そういう人たち
の苦労も偲んで、そしてそういう先輩たちの心意
気を伝えたいということで、ここにあるっていう
ことを知ってほしいと思います。

　この一対の絵（スライド17）、これが驚いたこ
とに大阪赤十字病院にもあるんです。それはまた
ちょっと絵が違って、ガラスモザイク画というも
のですけども、ナイチンゲールと光明皇后がやは
り東西のシンボルとして飾られていました。制作
されたのは昭和８年ですから、秋田の絵が一対に
なった昭和18年より10年早いんですね（スライド
18）。大阪赤十字病院の看護婦寮「修悳（しゅう
とく）寮」にシンボルとして、飾られたというこ
とです。当時の神崎院長がこの大阪の絵を見て対
にする発想をしたのかなともちょっと考えました

けど、どうも接点がない。それぞれが東西のシン
ボルということで発想したものと思います。

　光明皇后は社会福祉の面でも、日本で最初に制
度を考えた人であると言われています（スライド
19）。聖徳太子が施薬院とか、そういうものを作っ
たという記録がありますけれども。それと同じの
かどうかがちょっと分からないんですけども、光
明皇后が国の施設として、悲田院とか施薬院とか
のそういう社会福祉施設を作ったということで、
社会福祉施設の、何というかな、パイオニアです
ね。そういうこともいわれています。

　ナイチンゲール（スライド20）、皆さんこれか
らいろんなとこで勉強するんですけども、看護教

スライド17

スライド18

スライド19

スライド16
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育の基礎を作った方ですね。今ウクライナ戦争で
時々出てくるクリミア半島、2014年のロシアが併
合しましたが、あそこを巡って1853年に勃発した
クリミア戦争では、ナイチンゲールが軍隊から要
請されてここに看護師を率いて戦場に赴いたとい
う歴史があります。そこでナイチンゲールがえら
いのは、単に看護をしたっていうだけではなくて、
病気なり死因なりそれをしっかりと調べて、そし
て公衆衛生学的な見地から、戦争で弾で死ぬより
も感染や栄養障害とか、そういうことで死ぬ人が
多かった。そういう死亡の統計をしっかり取って、
後々にいろんな活動にそれを生かしていったこと
です。更に看護師が病院だけではなくて、健康教
育とか訪問看護活動とか、現代につながる活動を
進めていたことも、看護の母といわれる所以でも
あります。なお看護婦を「白衣の天使」と呼ぶのは、
ナイチンゲールに由来するといわれますが、ナイ
チンゲール自身はそういったイメージで見られる
ことを喜ばず、本人の言葉としては、「天使とは、
美しい花をまき散らす者でなく、苦悩する者のた
めに戦う者である」が知られています。

海外救護の志し半ばで逝った中村きよえ
　次に、戦後に入ります（スライド21）。第二次
世界大戦、日本にとっては太平洋戦争が1945年に
終了しました。赤十字は「軍の赤十字」から「愛
の赤十字」に大転換を遂げました。戦後の日本赤
十字社の海外救護派遣は、昭和35年、1960年にコ
ンゴ共和国への派遣が最初でした。秋田において
は、国際赤十字委員会の要請を受けて、1973年12
月に秋田赤十字病院では戦後初めてインドシナ半
島に派遣したのが最初です。烏トキヱ看護婦がラ
オスのバクライっていうとこに戦争犠牲者救護と
いうことで、７カ月間派遣されています。この烏
さんは後に赤十字病院の看護部長を務め、退職し

てからは、本社の看護師の研修所、研修所ってい
うのは看護管理者になるための、１年間研修が必
要なんですけど、その研修所の責任者にもなり、
そして秋田県看護協会の会長も歴任した方です。
思うのですが、本社から誰か海外救護に行かない
かという要請が来るときに、院長とか管理者は誰
か行ってくれないかなと思うわけですよね。そん
な時「はい、じゃあ私が行きます」と手を挙げて
くれるっていうのは本当にうれしい。助かります
ね。もちろんそれにふさわしい人を選ぶわけです
けども、大抵そういう積極的な人っていうのはほ
んとに安心して派遣できるというふうに思いま
す。

　そして烏さんが体験記の中の最後に書いている
こととして、派遣されて感じたことがあります。
これはやっぱりこれからの皆さんのいろんな活
躍、活動する指針にもなると思うので、お示しし
ます。医師、看護婦共にオールマイティーである
こと。オールマイティーっていうのはなかなか難
しいことだけども、ただ自分は例えば内科、医者
でいえば内科とかあるいは外科とか整形外科、そ
ういう専門だけじゃなくて、ある程度なんでもや
れる、そういう対応できる能力がないと、こうい
う外国の医療現場にはなかなか行けない、使えな
い、役に立たないってことです。あと、医師や看
護婦のプロの仕事の広いベースを持って、変に専
門に凝り固まってしまうといけないっていうこと
です。それから共通の言葉で自分の意思をきちん
と述べ書くことが出来ること。言葉も非常に大事、
今赤十字で海外救護に行くには、英語のレベルが
高いところを深いところを求められます。やっぱ
り、現地で世界からの仲間と一緒に赤十字は働き
ますから、英語の能力をいろんな機会に使って、
自分で鍛えてもらいたいっていう話です。せっか
くの気持ちがあっても、語学能力が壁になってし
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まうことがあります。次は１人で行動できる勇気
や判断力を養うこと。その場その場で上からの指
示がない所で判断が求められます。そういう所に
行くと、突然そばに大砲の弾が飛んでくるとか地
雷が破裂したとか、いろんなことが起こるんです。
また運転技術が必要であると。周囲のものを利用
して、どんな場所でも治療や看護に応用できるこ
と、あるものを使って、これを使えば何とかなる
んじゃないかって。そういう頭を使って考えて、
ああしようこうしよう、そういうことが必要にな
ります。それから自分なりの趣味を持ち、苦境に
立っても一人で立ち直れること。日々連続のスト
レス生活ですから、そういう中で歌だとか趣味を
たしなむ。それから何でも好き嫌いなく食べられ
ること、ということも書いていました。
　それで、今日のメインの中村きよえさんのことを
お話しします（スライド22）。最近「HANAUTA」っ
ていう、これは30分映画なんですけども、中村さ
んの生涯をまとめた映画で。多分ここの大学にも
あるし、皆さんの上の学年の人たちは見たと思い
ます。

　中村さんっていうのはどういう人かっていう
と、北海道に生まれたと。そして秋田の赤十字病
院に勤務。秋田赤十字の看護養成専門学校に入っ
たんです。彼女は女性としても自立したい、その
壁になっていたお父さんへのいろいろ反発があっ
たので、得意な英語を生かせる、世界とつながる
ようなところを探し、海外救護の実績がある秋田
赤十字病院の看護専門学校を選んだのです。海外
救護を目指したってゆうのは、その当時ははっき
りしてはいなかったようですが、赤十字の国際
性っていうとこに惹かれたということですね。
　そして赤十字病院で勤務してから彼女は動き始
めます。まずカンボジア紛争で発生した大量の難
民を収容しているカオイダン難民キャンプに２回

行ってます。
　それから青年海外協力隊として、アフリカのマ
ラウイ、それからカンボジア、アフガニスタン、
それで今ウクライナに侵入中のロシアが、当時は
ソ連ですが、アフガニスタンに侵入して、大量の
難民がパキスタンのほうに逃れてきた。その難民
キャンプにもいっています。看護師となって16年
のうち通算４年海外での救護活動に従事して、こ
ういういろんな表彰を受けています。
　そして彼女は1993年に病院を退職して亜細亜大
学に入学したんです。看護の他救護に、このまま
ではなくてもうワンステップ自分は上を目指した
い。こういうふうに必要な場合のものにはマネー
ジングと。それから経済、そういうことも必ず看
護に必要だし、そういう体系を勉強したいという
ことで入学したのですが、その３年後、腎腫瘍が
見つかって２月に余命半年と言われたんですけ
ど、11月８日に早すぎる生涯を閉じたのでした。

「知ってるつもり?!」っていう番組でマザー・テレ
サを取り上げたときに、日本のマザー・テレサと
してテレビにも出演しています。
　中村さんは昭和30年10月に北海道標茶町に生ま
れています（スライド23）。地図のここです。そ

して高校卒業して秋田赤十字看護専門学校で学び
ました。右側が看護学校のときの中村さんの写真
です。中村さんの歩みを表にしたのがこのスライ
ドです（スライド24）。これが最初のカンボジア
難民救護派遣、それから青年海外協力隊でアフリ
カ、マラウイの共和国。２回目のカンボジア難民
の救護に。幹部看護師となるために、日赤本社
研修を１年間。この後先ほどのアフガニスタン
にも６カ月います。その後スイスのジュネーブ
でICRC赤十字国際委員会の国際救護研修に参加。
あと湾岸戦争です。この湾岸戦争のときにもジュ
ネーブに行って、それからシリアとバーレーンで

スライド22
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大量の難民が来るとの予想で待機していました
が、実際には来なかったため、直接の難民救護活
動はここでしなかったのですが、待機しているう
ちに各国の人たちといろんなことを勉強し、さら
に自分はバージョンアップが必要と考え、先程述
べたように退職したんです。

　中村さんのすごいなと思うのは、こういうカン
ボジアの救護とか海外協力隊とか、そういうとこ
ろへ行って、そこでさまざまな人と知り合って、
そういう人は中村さんに惹かれたんです、彼女の
真摯（しんし）さ、謙虚さ。そこで人と人とのつ
ながりがどんどんどんどん広がっていたというの
も、彼女の略歴を見るとよく分かります。
　秋田赤十字病院のカンボジア難民救護事業を
担ったのは、当時副院長の五十嵐先生っていう産
婦人科の先生です（スライド25）。中村きよえさ

んと、それから一緒に行った村上照子さん。それ
から熊本日赤の看護婦さん。中村さんは、日本に
いては考えられないような生活の中で３カ月を過
ごし、帰ってきて自分はたくましくなったと感じ
られると述懐しています。こんな子供たちと関
わったり、それからこれは病舎の写真。これは当
時の竹本院長がメンバーの激励に訪れたときの写
真もあります（スライド26）。

　それから、ちょうどここに彼女がいるときに、
秋田大学の４年生の学生が来たんです（スライド
27）。日本が難民の救済に貢献していないという
ニュースに触れて、これは何とかしなきゃいけな
いということで、カオイダンに飛び込んでいった
んですね。それが今，日赤にいる遠田先生ですが、
当時日本へ帰ってきてからの魁（新聞）の写真で
す。何処にも熱い思いを持った人はいるものです
ね。

　それで、この遠田先生はその後、外科の修練を
した後WHO、世界保健機構に入りまして、特に
東南アジア方面の疾病予防活動を主に活躍して、
ついこの間定年になってWHOを退所して、今、
秋田赤十字病院のワクチン接種センター（スライ
ド28）に所属しています。今コロナのワクチン接
種に関連して、講演依頼が殺到し、西に東にと頑
張ってる非常にナイスガイです、いい男。明るく
元気で前向きで、彼と一緒にいると何か元気にさ
せられるという男です。それも国際活動の中で培
われたものと思います。そして学生のとき已むに
已まれず飛び込んだカオイダンに秋田の看護師さ
んがいたってことで、WHO職の時も日本赤十字
で何かもうちょっと自分が役に立ちたいっていう
ことで現在があるわけです。

スライド24

スライド25

スライド26

スライド27



− 35 −

第13回赤十字国際人道教育フォーラム「秋田の人道の先達たち」

　これ（スライド29）は中村さんの書いた日記で、
「今日が忙しい。日中の入院が９人、地雷患者は
４人。受傷時の創部を初めて見たが、すさまじい。
足首から先と、腓骨が吹っ飛ばされ、もうひとり
は体中に鉄片が刺さっている。瞳孔散大。もうこ
れは命はない。難民の人たちは難民としてずっと
いるわけじゃなくて、また別のところにより良い
環境を求めて移ってゆく。人は減っていくが大砲
の音は毎日響くし、軍用機は飛ぶ。戦車、兵隊が
黒いトラックで国境に向かっている。日々移ろっ
ていく」ということを書いてます。これ（スライ
ド30）は多分今のパキスタン、アフガニスタンの
戦争のときにパキスタンに行ったときです。帰っ
てきてその報告に書いてたんですが、パキスタン
では、なんだかんだというと「インシャーラ」で、

終わってしまう。「ここはパキスタン、インシャー
ラ（全て神の御心のままに）である」と。彼女は
そういう社会を実感してきたのです。これ（スラ
イド31）は湾岸戦争。湾岸戦争といっても知らな
い人が多いかもしれませんが、この戦争に、日本
の赤十字から派遣されたときの出発時の記者会見
の写真です（左下）。
　そんなに活躍していた、そして次への飛躍を求
めて亜細亜大学で勉強している最中に、何という
ことでしょう、進行した腎臓がんが病気が見つ
かったのです。これ（スライド32）は死の３カ月
前、上智大学のデーケン先生が「生と死を考える
セミナー」を主催したときに、彼女はそこに呼ば
れて自分の体験を話しているところです。そのと
きは自分の余命はもうほとんどないということを
知っていましたけども、声を振り絞って、皆さん
に語られていたのです。「私は救護活動を通じて、
人のたくましさを知っている。人はどんな状況の
中でも生きてゆく」と。それは将に中村さん自身
でもあると思います。何事にも前向きなわけです。
死ももうこれは仕方がない、慫慂として受け容れ
て、最後に出来ることとして「献体」を選ぶとい
う人生を貫いたわけです。それでさっき言った、
16年の秋田赤十字病院の勤務中に、４年間は海外
で過ごしたのです（スライド33）。病院では交通
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災害センターっていう一番救護現場とも近い救急
の最前線で働いていました。これは数少ない職場
での写真です。最後は平成８年11月８日、東京都
小金井市のヨハネ会桜町病院のホスピス病棟で永
眠されています（スライド34）。中村さんの死を
悼み、赤十字病院の広報紙「杉の子」に特集を組
んで、彼女を追悼しました。見出しは「赤十字国
際救護の星墜つ、中村きよえさん永眠」でした。

　きよえさんのことを嶋田信子さんっていう方
が、『いのちを繋ぐ 輝くいのち　中村きよえ物語』
というタイトルの本を出版（スライド35）、それ
を基に映画化もされたんですね。それだけ充実し
た、人に熱い思いを抱かせる彼女の人生だったと
思います。

中村きよえに触発された成田真紀（短大１期生）
の決断
　そしてその中村きよえさんに触発されて、海外
移住の道を開いたのが、成田真紀です（スライド
36）。成田真紀についてはご存じの先生方もいる
と思いますけれども、日赤短大の１期生、1996年
４月にここが開学したんですけども、そのときの
１期生であります。彼女は秋田赤十字病院に勤務
中に語学留学に行っていますが、その報告の中に
なぜ自分は日赤短大に進んだかについて書いてい
ます。「自分は高校時代陸上部の部活一筋でした。
ところがある日珍しく部活が休みになったので、
時間を持て余して普段行くこともない図書館を訪
れました。そのとき何気なく手に取った雑誌を読
み、読み終えた私は放心状態となったのです。そ
の雑誌には秋田赤十字病院の看護師であり、世界
各国で活躍された中村きよえさんについての記事
が記されていました。私はその足で職員室へ行
き、ほぼ確定していた体育大学の進学を急遽変更
して、看護師になると担任に伝えました」、とい
うことで、確か東京女子体育大学が決まっていた
のを、やめたと。私の進む道はこの中村さんの道
だっていうことで、その足で担任にいって。やっ
ぱり何か触発されたのですね、私の生きる道はこ
れだ、と心に決め、短期大学の１期生に入ったと
いうわけです。

　そして赤十字病院看護師になったんですけど
も、なかなかそういう当初描いた海外の救護って
いうのはなかなかチャンスがなかったということ
でしたけども、そんな中で英語を磨いたり語学留
学をしたりしながら着実にベースを作っていった
のです。この（スライド37）写真ですね、何でこ
の写真をここに入れたかというと、看護専門学校
の88回生の卒業式です。専門学校の最後の卒業生
です。その２年前にこの短期大学が開校し、もう
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後輩がいないわけですね。いつもは学生が歌だっ
たり踊りだったりで卒業を祝福してくれたんです
けども、それがないのは淋しいなと思っていたら、
そこにこの短大の１年生２年生がみんな来てくれ
たんです。感激でしたね。成田さんはこのとき２
年生でした。それからここに写っている神奈穂さ
んは、その後JICAの活動で２年間中国へ行って
きました。日本での医療技術の指導やシステムな
んかを現地に教える部分もあったけど、学ぶ部分
も沢山あったと書いていましたが、２年間活動し
てくれました。

　中村さんに触発されたこの成田さんは、2006年
12月から６カ月間、HIV感染症/エイズの予防活
動にアフリカのジンバブエに派遣されました（ス
ライド38）。この病気はサハラ以南のアフリカで
まん延していたために、病気の知識啓発と予防支
援医療が喫緊の課題でした。彼女はそれらの任務
をこなすほかに、いろんな疾病予防や健康増進活
動に６カ月携わり、たくましくなって帰国しまし
た。この間月に一回、「MAKI from Zimbabwe」
というリポートを病院の広報紙「杉の子」に寄せ
てくれました。右下が帰ってきたときの写真です。
　成田さんはその後、アメリカで向こうの看護師
資格を取り、そして向こうで結婚して子どもさん

もいるって話を聞きました。彼女も自分で自分の
道を切り開いて、これが私の生きる道として、現
在アメリカで暮らしてるわけです。そういう人生
も素晴らしいですね。
　このように（スライド39）、中村さんも成田さ
んも自分の道を進んだんですけど、また、人生も
楽しんだのもいろんなところで垣間見えます。中
村さんはサクソフォンを演奏し、病院のバンドの
一員でもありました。また、こうしたお茶をやっ
たり、それからこれはカオイダンのところで日本
の浴衣を着て現地の人達と交流をしたりしていま
す。成田さんはサルサというダンスに熱中してい
ましたが、こういうところを見ると、やっぱり人
生を楽しむという余裕を、お二方を見ていると感
じました。

文化とは伝えること、伝わること
　最後に「文化」と言うことについて考えてみた
いと思います（スライド40）。赤十字の人道とい
う文化、救護活動という文化、困ってる人が、苦
しんでいる人がそこにいるとき、何とかしなきゃ
いけない。そういう文化が赤十字を形成している
のですね。その文化についてちょっと触れてみた
いと思います。「それはイモからはじまった」っ
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て何だとお思いでしょう。何でイモが文化なんだ
と？？それはこんな話なのです。九州の幸島、サ
チジマっていうのかな。そこの島に猿の集団が生
息しているのです。そこの学校の先生がこういう
現象を見つけたのです（スライド41）。どんなこ
とかと言いますと、ある一匹の子猿がイモの砂を
海岸で洗って食べている、そういう現象を見つけ
た。今までそういうことを見たことなかったので
すが、すると一緒に遊んだ子猿たちも、それをま
ねして、イモを洗って砂を取って食べるように
なってきた。きっと砂も取れて、塩気もついてお
いしかったんでしょうね、そうするうちにその親
たちも真似したり、それからその最初にやった猿
の子たちが親になると、その子の、その子たちが
そのイモを洗う。イモを洗うことを覚え、伝わっ
ていったのです。京大霊長類研究所の松沢先生、
今京大の総長ですけれど、は文化の原点がここに
見られる、と大きな意味付けをしているのです。

「伝わることが文化である」と。

　１人がいいことをやる、創造的なことをしたと
しても、それはまだ文化としては成立しない。で
も周囲のたくさんの人にそれが伝わり、世代を超
えて伝わっていけば、これが文化として成立する
のではないかと言っているわけです。こういう（ス
ライド42）一対の絵のように熱い思いで後輩たち
に絵を残すというのも、これもやっぱり赤十字の
文化、伝えることが伝わることが文化っていうこ
とではないか。感動することが文化を生み、伝え
ることが文化になるんじゃないかというふうに考
えております。
　神崎先生が言ったのは、先輩が後輩を思う愛、
これが赤十字看護婦の生まれる原動力ではない
か。先輩後輩の結ぶ愛の絆がどんな世情世相に
なっても、どうか切れないようにあってほしいと
いうことを先生は願っていたのだと思います（ス

ライド43）。時代は変わっても、やはり同じこの
校舎の中でもあるのではないでしょうか。同じ赤
十字の旗のもとに、看護師を、介護士を目指して
学ぶ、様々な活動を一緒にやる中で、先輩の思い、
後輩の考えというものが一緒になって、この大学
の文化っていうのが作られていくんじゃないかな
ということを私は感じました。

　今日、先ほどまでキャンドルサービスが行われ
たようですけれども（スライド44）、十何年前の
宣誓式に私が学生さんに語ったものです。「先輩
が後輩を思い、それが重なって校風とか学風とか、
もっと大きく言えば独自の伝統・文化が形成され
てゆくのでないでしょうか。生命と同じように、
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受け継がれ、試練に曝されながら時代に適合して
磨かれてゆくものではないでしょうか。今日の日
が皆さんの人生の大きな流れの中での大切な一日
であり、また思い出の一日であるものと思います。
小さな炎を守り、愛おしんだこの日をどうか忘れ
ないで下さい。」
　中村きよえさんと一緒にカオイダンで働いた村
上照子さんは後にこの大学の教授となり、介護学
科長をされましたが、こんなことを書いていまし
た（スライド45）。「同方会の歴史を調べていて、
時代や組織に翻弄されつつも、美しく生きた人々、
良く生きた人生の底には、その人だけの非凡な歴
史が残っている。最前列ではなく、後ろの列で人
や組織を支える人がいる。その人のことを思うと、
心にジーンと温もりを感じる」私が今日お話しし
たのは、強い意志を以って最前線で海外救護で活
躍した人達ですが、そういう人だけじゃなくて、
それぞれが全力を尽くして、表に立たないけども
後ろのほうで組織や人を支えた、そういう生き方
も、それは大変評価すべきであることは言うまで
もないことです。

医療に関わる人の持ってほしい「２つの“３K”」
　これ（スライド46）が最後のスライドです。皆
さんに２つのことを伝えたい。医療に関わる人
に持ってほしい「２つの“３K”」です。その一は、
大変だなあ、可愛そうだなーと「共感する心」で
す。それから「向上する心」。皆さんが看護・介
護のプロとして働いていくには、やっぱりプロと
しての技術、知識、そういうものを常に向上させ
ていく。それを欠いたら駄目ですね。国家資格を
持った人と言えなくなってしまいます。それから
みんなと「協同する心」。１人では活動できませ
んよね。チーム医療の時代です。みんなと力を合
わせてやっていく、そういう心。この３つの心が

大事だというのがその一です。
　それからその二は、この学校のいわば校是とも
いえる「気付き、考え、行動する」です。最近チ
コちゃんが言ってますね、「ボーっと生きてんじゃ
ねーよ！」同じ現象を見ても、気付く人と気付か
ない人がいますね。でもやっぱり気付いて初めて
心の炎に火がつくわけです。そして考えて行動す
る。行動することで初めて気付いたことが生かさ
れるわけですし、変化が生まれます。いずれもＫ，
Ｋ，Ｋですね。だからこの２つの３Ｋを今日の教
訓として持ってほしいなというふうに思います。

　ということで、ここ（スライド47）に出てきた
人たちに登場していただいて、今日は特に秋田の
赤十字病院関係の人たちを取り上げて、皆さんに
こういう先達がいたんだということをお話ししま
した。じゃあ私たちはどう生きるか、そういうこ
とを考えるチャンスにしてほしいということであ
ります。これから４年間、それから介護のほうは
２年間しっかり勉強して、自分のなりたい道を探
して進んでいってほしいなというふうに思いま
す。
　以上です。どうもご清聴ありがとうございまし
た。
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司会：宮下先生、どうもありがとうございまし
た。もう時間ちょうどなりましたけど、何か学生
さん、１つぐらい質問があれば１つだけお受けし
ますが、何かありますか。どんなことでもいいで
す、感想でも結構です。どなたかいらっしゃいま
すか。ないようですね。じゃあ先生、どうもあり
がとうございました。
　今日の先生のご講演、私なりに幾つかのキー
ワードを感じます。最後、気付き考え行動する。
これはもう学生の皆さんの、１年生の新入生の交
歓会、交流会で伝えることから入るんです。それ
から先生がおっしゃいました伝統と文化の言葉、
伝えると。多分100年以上前から赤十字の文化は
秋田の地に根付き、先輩たちが第一次大戦の頃に
イギリスまで派遣されて。そして最近では成田真
紀さんが中村きよえさんに触発されて、体育の道
から看護の道へ人生を変えていったというお話で
すね。
　そういう、いろいろキーワードがあったんです
ね。それの１つ、仕事だけじゃなく人生を楽しむ
というキーワードもあったかと思います。その世
界でいろいろ習ってる方は違った生活の面、生き
方の面も持っておられます。音楽をやる先生もい
らっしゃいます。お隣の病院の遠田先生、先ほど
も出ました。自転車の大ファンでしてツーリング。
先月も私の家へ来ました。「井上先生、一緒にあ
れ走りましょう」「ちょっとコロナだからやめま
しょうよ」って話を。そういう先生もいらっしゃ
います。皆さん、仕事をしながら生き生きといて
ください。
　どうか皆さんもそういう先達の伝統を引き継ぐ
本学の学生ですので、皆さんの未来もまた、この
系譜をどうやって引き継いでいくのか、とてもほ
んとに楽しみです。今日のご講演が一つの皆さん
のこれから歩む人生の糧になれば、この講演会を
主催した意味があるかなと感じます。どうか人生
楽しんで、学生生活、短大生活を楽しむという視
点を持って、どうかこのこれからの生活をエン
ジョイしていただけたらなと思います。今日は本
当に、宮下先生、ありがとうございました。もう
一度盛大な拍手をお願いします。それではこれに
て、本日の国際人道教育フォーラム、終了させて
いただきます。どうもありがとうございました。


